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リ ノ イ大 學 、 加 州 大學等は農學及昆蟲學方而 に於 て有名 な るが 一例 を學 ぐれ

ばオ ハ ヨ 大 學 の 如 き杢任 オ ス ぶ一 ン 教授 を初 め 五名 も毘蟲豊 の 教官 あの其 内

A
’一一ク ス 教授 は 特 に 宣傳教授 ミ して 實際 家の 指導宣傳 の 任に 當つ て 居 るo

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　×　　　　　　〉〈　
」
　　　　 〉く

　右に依 りて 私 が滯 在或 ほ視察せ る歐米の 王要 なる數 ケ 國に於 け る應 用昆蟲

學界 の 歌況 を略述せ る か何 れ もi近年此 方面 に 力を用ひ其逕歩發逹iに努 力 しつ

覇 る事を知 る に足 る。 ワ ー ド・嘱 等 もい へ る が 如 く斯學 は新逕の 科數 二て

最近こ ＋ 欄 位の開 に長足甥 笹・塘 な した る も就 科肇 ε して充分 なる組織

體系 を備ふ る に至 らす未知 未開 の 領域多 きを以 て螽 々 研究に 努 力 し之 を應用

して 人類 共 同の 害敵 を防除 する事 に努 めな けれ ば な らぬ 。

農 業 蟻 （下） （マ ・ ・ ッ 曙 自然 の 職 人 よ り）

　　　　　　　　　　　洒　　井　　温　　理　　譯

　漂 野 を見渡 ゼ ば蟻 稻栽1喜區域が よ くわ か る 。 麥畑 の 【11に蜀黍畑 がは つ きり

わ か る樣 に 、 難 草の 中 に所 々
、 蟻 稻の 黄 色がか っ た 葉 や 莖 が帶懸 に 圓 く生 へ

て 見 へ るo こ L に蟻集が あるの で 、 そ の 中に は蟻 は蟻 稻以 外何草 の 生 へ る の

も許 さない の は 、 確 か に 蟻稻を栽培 して tLeる證 糠 ご見 られ る。

草σ）種子 を收穫 し、 之 を篩 ひ叉貯藏す るIV　LJiて農業 ご云 ぴ得 べ くん ば 、

illlllil　
B ・・rb …‘… S は 明白に そ・）資格鞴 へ て を る ・ 試 みに

一
つ 倣 蟻集 嫻 べ 現 や

華 
・ 賍 か ら四 方 に懿 蝶 路瞰 航 て を ・譜 逋 に は 三 四條 で あ ・ が ・
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集に戻つ て 來 る蟻 ε 二 つ の 行 列 があ る。 慘 忽 なが ら科學研究の ナこ め遑剥 S な
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つ て 蟻 の穀物 を掠奪 して見 よ う○ 蟻 の背 を輕 くつ ツ つ けば 、 蟻 は荷物 を卸 し

て ＿
、 立 止 ま り、

tf　．7 ク リ し楓 で 集へ 逃け込む。 然 し蟻 に よ りて ｛よか く穩 　 ／
1、

和 で は な い の もあ るo つ ツつ か れ る ε種 子 を卸 し、 後肢でがんば り、 觸角を

振
『
り上け 、 口 をあけて仁 王立 の姿を呈 す る。 か く して 種子 が小 袋

一
杯に な る　　

／，／／・ll

・聯 ・攤 縄續 ・て雕 ・ 　 　 　 　 1
勦 ら出て 行 篠 に隨 い て行 つ て 見 よ う・ 購 鱗 腰 して そ鋪 物を掠

奪 す るの は難事で は な い が 、 t［1て 行 く蟻 の跡 をつ けて 行 くの は容 易 で 圃

い 。 蟻 に 目勲 つ け 、 蟻路 樋 る時 力
・

ら・ 狹 い 小 蹄 曲 る時 に も・ 草蔭に這

込 むll寺に も、 見逃 さない 樣 にせ ねば な らな い o 蟻 は頭を下に 向け 、 觸角を紳　　ill…

ば し、

一
足 歩 む に も、 少 し身動 きを す る に も、 極 め て 緊張 σ）態度 を εつ て 、

あつ ち に行 つ た ε恵ふ Σ 、 こつ ちへ 戻り、 ぐ る ぐ る廻つ た りな さ して 、 すん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 禰
す ん草叢 に這 入つ て行 くの で あ るか ら、 之に隨 い て 行 くに は ・ 四 つ 這 ひ に な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

t
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・…i！lll
つ 齣 、 しや が ん だ り、 か が ん だ り、 蟲 か 崛 を離 さな い で 彼 ε彳働 を共 に 　！l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ii

せ ね ば な らない o 非常塗辛抱 が 必要 で あ．為o　　　　　　　　　　　　　　　　 ．il
蠍 下 囀 ちて ゐ ・種 子 ・ ・

一
姻 をrleeれて行 く・ 只脚 硯 ・・り・ 捌 ・ ・

！
u・・t 見齣 、 夊 は轉 汎 て見 齣 する ・ が ε れ 齢 は すに捨 τ 」行 くゲ 體

1

，、，1卩1

伺 故 こん な こ ε を す るだ ら うか o 之等の 種 子 も掠奪 した種子 ε ちつ ざ も違つ
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝

て お らぬ樣 に見 へ る が 、 蟻 は只物好 きに こん な こ ξ をす るの だ らうか o そ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・lllI
ε も人間知識 に はわか らない 特性を もつ て 、 實を探 して 居 る の で あ らうか 。

　や つ ε 氣に 入 つ た種 子 が見 附か つ た らしい o 蟻 は強い 上顎で この 種子を下

か ら持 上 け 、 よ く鈎合を取つ て 擔つ て行 くQ 筈遞 は騨 ε前肢 ε で種 子 を擔 ぐ　 lillli

・

誹灘1繍灘搬漏鴬宰匹鷲謄號箒纛 llMi
合 が ε れ る ε蟻 は之 を集の 方 に 搬 びlllすo 蟻 は草叢 の 中に なれて お るか ら、 　 捌

方触 誤 ら韻 直に 歸つ て來 ・が ・ 大 路 1こ來 ・ まで に 艨 砌 囀 物 を乘態 ………1

雛総讖i讌三1雛糠1簾1
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1； 之 繍 嬲 撫 ・等物 で あ ・・

　　　　
けれ 溝 は ・ 馴 鴨 鋤 i・輔 物 蝌 ち越 した り、 駕 そ の下 を潜つliI

l… 蹴 て 行 ・の で あ・・ 期 ・速」嫩 び巧妙 ・ 懶 囃 く． 噛 あ 、． n、　1・こ

lil， 繋 轗 罐 訂縦灘 懸 欝黶讌譜
1

く擔 お 磐 漁 ゴ行 く・ 蟻 に よ つ て 1・醐 方礙 異に す 、、丶 先づ ざつ 。
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llの 娚 に立 つ こ 凄 く恐ろ 幡 で あ … 蠍 ・俗 ・刺蟻 ・云 ふ 程磯 を

1蕪灘鎌欝聡1華♂
1騰1魏欝鐶黙嚢黨1｛懇摘i…1

…
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勦 の 隴 協 究 し、 網 を蒐 集す誌の は 仲 ・ 醐 鰯 ・ 捗 らない ・ 數

尺 も励 下 鵬 れ ば上 出來で ある・ 私は只
一za＋ 五呎堀 下け て 蟻 房樋 路 の

、黼 断 究 しt、事 が あ ・ 、
・也下

一
卜献 、 そ れ 埴 座一

卜呎 姪 卜二 呎 蠣 さで

あ る。 斯 櫃 い 勲 作つ 縢 の 努 力は 女ロ何 価 ら う・ こ嚥 工 勸 只
一 の L6

具は顋 で あ る。 私 は軅 喉 嬾 姻 べ て 見嶼 勅 る摺 膿 見 した ・ 常

態 に て 膿 い 齢 チ ・ ・ ユ て 居 る カ・
・ よ く蹴 し覗 る 瀲 勦 黼 薛減

して 雜多 の 駄態 を呈 して 居 り・ 全 く無齒 の 虫靴 あ る 。

糊 に は こ の b・・rbcttu ・ の 外 に軅 瞰 孅 踞 る・ フ ・ リ ダ收鱗
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　　　蛙の腹か ら出た珍 ら しい ・・ム シ （湯 淺 啓 儡 ） 　 魏
此頃西 。膿 轍 嬲 で は 、 剛 ヨ彌 郷 氏 雌 の 食讎 査 をや つ て 居 られ

る の で 詩 ・ 融 い 隙 崘 す・ 蜘 よ… 蝌 … y・・m ・’id… ネ ク ヒ パ 1、、
ム シ 亞科 DOI鳳 ciinae の

一 種 を報告 して お くO

範 べ よ う診 る ・ ・ ム シ 楯 込ん鋸 削 L｝とは ・9・・ 年 ・脚 肝 葉縣松戸
』
！ll

で 鰈 され灘 の ， ． サ ・ ガ ー ・V − Rc… ゆ 一 融 H ・一 … 鰾 楯 G・…
！號 24）で 、 艦長55mn の もの で ある o

缸 來ナ、の は 噸 皖 全 な麟 で 、 學 名は 猛 ・一 綱 ・・ ，・・ ε い ひ 18S5　’…．lil・i
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年 J。，。by 汎 ，。 i、 の 豐顯寺の池 で 綵つ t・ （四 月）只
一頭 蠣 本力

’
噺 概

して 記載 して （Proc ．
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カ
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、、 。れ で 鰈 家颯 、 も入 り茣llく訓 ・一 られな い で
、
・ ・llつ て蛙 の脳 懸

出繍 、 。 い ふ 譯 で あ ら う。 ・ に ・・ く、 珍 らしい もの で あ … 　 　 繃……
：

雕 ネ ク ・ ハ ム 酬 ・ 一 ・晦 ・醐 一 一 ・・ の 三 屬吩 lil．i
れ 、

肋 繍 屬罐 に この 丿脚 ・ ・一働 み が知 られて ゐ るか ら・ 次 矚 …i飜1
の 購 … の 種の ・已戟 ・獅 こ言・して 櫞 家・
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